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浮上防止マンホールフランジ工法 
 

（財）下水道新技術推進機構と浮上防止マン

ホール工業会との公募型共同研究により、

『新技術研究成果証明書』を取得していま

す。 

◎対象マンホール 
 ・マンホール０号、１号、２号、３号、４号、

５号(楕円、矩形マンホ―ルにも対応可) 

◎性能 
 ・水平動と鉛直動の同時加震での振動台実験

により、浮上防止性能が確認されています。

 ・地震時の地盤沈下に対して、地盤とマンホ

ールに段差が生じにくい追随性を有してい

ます。 

 ◎特長 
・既設、新設マンホールに設置できます。 

・振動実験を三次元大型振動台（土木研究所）

で行っています。 

・水平と鉛直振動を同時加振し浮上の検証を 

行っています。 

・浮上力の検討を「共同溝設計指針」に準じた

揚圧力で計算しています。 
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浮上防止マンホール工業会 

○無対策マンホール ○浮上防止マンホールフランジ工法 


